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備考
1. 指示に応じて野戦装備又は個人用防弾チョッキ(支給されている場合)を着用する。
2. 
3. 
4. 警報システム及び防護に関する詳細については、AFI 10-2501「米空軍危機管理 (Em)プログラム　戦略及び作戦」、AFmAn 10-2503、「CBRNE(化学、生物、放射性物質、核、高威力
爆発物を用いた兵器) 環境下における作戦遂行」を参照すること。

▪ MOPP 4又は指示された装備を着用  1,3

▪ 自身及び自軍兵士に対する応急処置を実施
▪ 指示があるまで頭上が覆われた場所

又は保護シェルターにとどまる。4

攻撃終了。 cBrn 汚染
及び/又は不発弾の残留が
発生、若しくは疑われる

トランジッションサイン 
呼びかけ：アラームブラック
サイレン : 一定の音調
表示 : 黒旗 /

IGN

呼びかけ : グラウンドアタック 
軍隊ラッパ : 集合ラッパ 
表示：赤旗/

呼びかけ : アラームレッド
サイレン : ウェーブ音
表示: 赤旗/

IGN

も　し 

呼びかけ：アラームグリーン
表示：グリーンの旗/
　　　トランジッションサイン 

警報の種類

GREEN

イエロー

RED

CK

s

呼びかけ : アラームイエロー 
表示 : イエローの旗/

IGN

地上軍による攻撃が
迫っている又は開始

された

▪
▪
▪
▪

▪ 頭上が覆われた場所に直ちに避難する 2,3

▪ MOPP 4 又は指示された装備を着用  1

確認した攻撃を報告する

▪ MOPP 2又は指示された装備を着用  1

▪資産をカバーで覆い保護する
▪保護シェルターへの避難又は頭上が覆われた場所
で最善の防護策を講ずる 2

s

▪
▪
▪
▪

攻撃の可能性
は低い

MOPP 0 又は指示された装備を着用 1,3

通常の戦時態勢
通常任務を再開
継続して復旧作業を行う

防御
活動報告

間接射撃、空襲、またはミ
サイルによる攻撃が迫って

いる又は発生した。

直ちに身を守る2,3

MOPP 4又は指示された装備を着用1

▪

30分以内に攻撃
の可能性あり

司令官は、危険が高まる中にもかかわらず、必須任務の継続を指示する場合がある。
この警報は、基地全体若しくは基地内の限定地域、又はCBRNゾーンに発令される。




